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序 文
　
　
本書のアイデアが生まれたのは，2005年，コロンビア大学の地下室だった。
その当時，大学院生だった私は，後で博士論文となるオンライン実験を行ってい
る最中だった。この実験の科学としての部分は第 4章で説明しよう。ここでは
博士論文そのほか，どの論文でも触れなかった部分について話したい。それこそ
が私の調査に対する考えを変えたのだ。ある朝，地下のオフィスに来てみると，
一夜にしてブラジルから 100人もの人が私の実験に参加してくれたことがわか
ったのだ。このシンプルな経験は私にとって大変な衝撃だった。当時，私の友人
が従来型の実験室実験を行っていたので，実験参加者を募り，監督し，手当を支
払うことがどれだけ大変なことかはわかっていた。この場合，1日で 10人も集
めることができれば，よい進捗だといえるだろう。だが，私のオンライン実験で
は，私が寝ている間に，100人が参加してくれたのだ。寝ている間に研究が進
むなんて夢のような話は信じられないかもしれない。だが本当なのだ。技術の変
化 とりわけアナログ時代からデジタル時代への移行 によって，私たちは
いまやソーシャルデータを新たな仕方で集め，分析することができるのだ。本書
は，このように新しい方法で社会調査を行うための本である。
本書はもっとデータサイエンスをしたい社会科学者と，もっと社会科学をし
たいデータサイエンティスト，そしてこの 2つの学問分野のハイブリッドに興
味をもつすべての人のための本だ。そうだとすれば，この本が単に学生と大学教
員のための本ではないということはいうまでもないだろう。私は今でこそ大学
（プリンストン大学）で働いているが，以前は政府（米国国勢調査局）やテック産業
（Microsoft Research）で働いたこともある。大学の外でたくさんのすばらしい研
究が行われていることも知っている。だから，どこで働いていても，どんな技術
を今使っているとしても，もしあなたが自分のしていることが社会調査だと思う
なら，本書はあなたのために書かれた本だ。
もう気づいているかもしれないが，本書のトーンはその他のたくさんの学術書
とは少し違う。意図的にそうしているのだ。本書は 2007年からプリンストン大
学の社会学部で教えている計算社会科学の大学院向けゼミから生まれた。ゼミの
興奮やエネルギーを本書でもある程度伝えたいと思っている。具体的にいえば，
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本書は 3つの特徴をもつよう心がけている。役に立つこと，未来志向であるこ
と，楽天的であること。
役に立つ： 私の目標は読者の役に立つ本を書くことだ。だから，オープ
ンで形式ばらない，そして事例を使って説明するスタイルを採用したい。私の
伝えたいもっとも大事なことは，社会調査についてのある種の思考の作法だ。そ
して，経験上，この種の思考法を伝える最善の方法は，形式ばらないスタイルで
叙述すること，そして多くの事例を用いることだと考えている。さらに，各章末
に，「読書案内」を設けて，紹介したトピックの多くについてより詳細で専門的
な本に進めるよう手助けをしている。最終的には，自分自身で研究すること，そ
して他人の研究を評価すること，この両方に本書が役立てばよいと願っている。
未来志向： 本書が今日すでに存在するデジタルシステムだけでなく，将
来生み出されるだろうデジタルシステムを使った社会調査に役立つようにと考
えている。私がこの種の研究を始めたのは 2004年のことだが，それ以来，多く
の変化があったし，あなたのキャリアが進むにつれてさらに多くの変化が生じ
るに違いない。変化する状況下でも時代遅れにならないためのこつは抽象化だ。
たとえば，本書では，現在の Twitter APIの使い方を説明することはしない。
そうではなく，ビッグデータから何を得ることができるかを伝えたい（第 2章）。
また，Amazon Mechanical Turk　

1）
で実験をするための手順を逐一教えるわけで

もない。そのかわり，デジタル時代のインフラを用いた実験の設計と解釈の方法
を教えたい（第 4章）。抽象化することで，タイムリーなトピックについての古
びることのない本になれば，と考えている。
楽 天 的： 本書が対象とする 2つのコミュニティ 社会科学者とデータ
サイエンティスト はその学問的背景も興味関心もずいぶん異なる。本書では
科学としての両者の違いについて論じるつもりだが，それに加えて，2つのコミ
ュニティはスタイルの点でも違っている。データサイエンティストは一般的に楽
天的だ。彼らはコップに水が半分も入っていると考える傾向がある。他方で，社
会科学者は一般的により批判的だ。彼らはコップに水が半分しか入っていないと
考える傾向がある。本書は，データサイエンティストの楽天的トーンを採用した
い。だから，例を紹介するときには，私がなぜこの例が好きなのかを述べるよう
にするつもりだ。そして研究の問題点を指摘するときには どんな研究も完璧

訳 注 ●

1） クラウド上でマイクロタスクを依頼することのできるクラウドソーシングサービス。研究目
的では，サーベイや実験の参加者を募るために用いられる。
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ではありえないからそうすることもある ，問題をポジティブに，楽天的なや
り方で指摘するように努めよう。批判のための批判はしたくない 批判するの
は，そうすることであなたがよりよい研究をするために役立つからだ。
デジタル時代の社会調査が始まってまだ日が浅い。しかし，ある種の誤解がま
ん延しているようなので，この序文で，これを正しておくのも無駄ではないだ
ろう。データサイエンティストの側では，2つのよくある誤解をみかける。1つ
は，より多くのデータがあれば問題が自動的に解決されるはずだと考える思考法
だ。しかし，私の経験に基づく限り，社会調査についてこれはあてはまらない。
実際，社会調査にとっては，よりよいデータ より多いデータではなく の
方が役に立つといってよいだろう。データサイエンティストから聞こえてくる第
2の誤解は，社会科学とは常識を大げさに飾り立てただけの話法の集まりだとい
う考えだ。もちろん，社会科学者として もっといえば社会学者として こ
れに同意するわけにはいかない。頭のよい人たちが，人間行動を理解するため
に，長い間，懸命に努力してきたのだ。そうして積み上げられた知識を無視する
のは賢いやり方ではない。私は，本書がそうした知識をわかりやすく提供するも
のになるはずだと思いたい。
社会科学の側にもよくある誤解が 2つある。第 1に，たまたまごく少数の不
出来な論文を読んでしまったことで，デジタル時代のツールを用いた社会調査と
いう発想自体を否定する人たちがいる。本書を手にとっている以上，あなたもお
そらく，陳腐な，または間違った（あるいはその両方）仕方でソーシャルメディア
データを使った論文を，すでにいくつか読んだことがあるかもしれない。私も読
んだことがある。しかし，こうした例があるからといって，デジタル時代の社会
調査がすべてダメだと決めつけるのは深刻な間違いだ。実際，あなたは陳腐なも
しくは間違った仕方でサーベイデータを使った論文だって読んだことがあるだ
ろう。しかし，だからといって，サーベイを用いた研究そのものを否定すること
はないはずだ。サーベイデータを用いた優れた研究があることを知っているから
だ。本書では，デジタル時代のツールを用いた優れた研究もまた存在するという
ことを示したいと思う。
社会科学者から聞くよくある誤解の 2番目は，現在と将来を取り違えること
だ。私がこれから説明しようと考えるデジタル時代の社会調査について検討する
場合，2つの異なる問いを区別することが重要だ。「このスタイルの調査が現時
点でどのくらいうまくいくのか」という問いと，「このスタイルの調査が将来ど
のくらいうまくいく可能性があるのか」という問いだ。研究者は第 1の問いに
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答えるべく訓練されているものだが，本書では第 2の問いの方がより重要だと
考える。つまり，デジタル時代の社会調査がまだパラダイムを変えるような巨大
な知的貢献をなしえていないとしても，デジタル時代の調査は急速に進歩してい
るのだ。この，現在のレベルを超えていく変化のスピードこそ，デジタル時代の
調査を私にとって刺激的なものとしているといえる。
いつかわからない未来のどこかの儲け話をしているかのように聞こえるか
もしれない。だが，何か特定の研究を売り込むつもりはない。私は，Twitter，
Facebook，Google，Microsoft，Appleその他のテック企業の株をもっている
わけではない（ただ完全な情報公開をしておくと，Microsoft，Google，Facebookで

働いたり，研究資金を受け取ったりしたことはある）。だから本書の目標は，信頼でき
る語り手として，今可能となっている刺激的な新しい研究のすべてを伝えるこ
と，そして陥りがちな（私自身もときおり陥った）いくつかの罠を避けるよう手助
けすることだ。
社会科学とデータサイエンスの融合は，ときに計算社会科学と呼ばれる。これ
をテクニカルな分野と考える人もいるが，本書は伝統的な意味での技術書ではな
い。たとえば，本文には数式は 1つも出てこない。私がこの形式で書くことを
選んだ理由は，ビッグデータ，サーベイ，実験，マスコラボレーション，倫理を
含むデジタル時代の社会調査についての包括的な展望を描きたかったからだ。こ
れらのトピックをすべてカバーしつつ，それぞれのテクニカルな詳細を説明する
ことは不可能だということがわかった。そこで，より専門的な内容については，
各章末の「読書案内」と「数学ノート」の箇所で示唆しておくことにした。言い
換えると，本書は，何か特殊な計算の方法を教えるための本ではなく，社会調査
についての思考法を変えるために作られた本なのだ。

本書の授業での使い方
先に述べたように，本書の一部は 2007年以来プリンストン大学で教えている
計算社会科学の大学院ゼミから生まれた。本書を使って授業をしようと考えてい
る人がいるならば，本書が私の授業からどうやって生まれたか，他の授業でどう
やって使われることを想定しているかを説明するのが役立つだろう。
何年間も私は教科書なしで授業をしていた。いろいろな論文を読書課題として
与えていただけだった。学生は論文を読んで学習することはできたが，論文だけ
では，私が思い描いていたような思考法自体の変化を引き起こすことはできなか
った。だから，私は学生が大局的な見方ができるように，授業で視点や文脈，助
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言を与えることに大半の時間を費やすことになった。本書は，この視点，文脈，
助言を，社会科学やデータサイエンスの予備知識無しでも消化できるように書き
下す試みである。
セメスター単位の授業では，本書とさまざまな追加文献を組み合わせること
をおすすめする。たとえば，実験の章に 2週費やすとして，第 4章といっしょ
に，実験計画・分析における処置前情報の役割，企業の大規模 A/Bテストにま
つわる統計上・計算上の問題，メカニズムの分析に特化した実験計画，Amazon

Mechanical Turkなどのオンライン労働市場からの参加者を用いることにとも
なう実践的・科学的・倫理的問題といったトピックについての読書課題を与える
のもよいだろう。プログラミングに関する読書課題や演習を組み合わせることも
できる。どの組み合わせがよいかは授業を履修する学生が誰か（学部生か修士課
程か博士課程か），彼らのバックグラウンドや目的によるだろう。
セメスター単位の授業で週ごとに課題を課すこともできる。各章には難易度ご
とにラベル付けした各種の課題がついている。やさしい（ ），普通（ ），
難しい（ ），とても難しい（ ），だ。問題には必要スキルに関するラベ
ルも付けてある。要数学（ ），要コーディング（ ），データ収集（ ）のラ
ベルだ。さらにいくつかの課題には私のお気に入りというラベルもつけている
（ ）。さまざまな課題を用意したので，あなたの学生に適切な課題をみつける
ことができるはずだ。
本書を授業で使う際に役立つように，各章ごとのシラバスやスライドなどの講
義資料，各章ごとのおすすめ文献，いくつかの課題に対する解答を用意し始め
ている。これらの資料は http://www.bitbybitbook.com/に用意した。追加す
べき資料があれば情報提供をお願いしたい。



viii

　
　

目 次
　
　

序　　文 iii

第1章 イントロダクション 1

1.1 ロールシャッハテスト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1

1.2 デジタル時代へようこそ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2

1.3 研究デザイン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5

1.4 本書のテーマ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

1.5 本書のアウトライン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9

読書案内 11

第2章 行動を観察する 13

2.1 イントロダクション ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13

2.2 ビッグデータ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14

2.3 ビッグデータに関する 10の特徴 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17

2.3.1 巨 大 さ 18

2.3.2 常時オン 21

2.3.3 非反応性 24

2.3.4 不完全性 25

2.3.5 アクセス不能性 27

2.3.6 非代表性 30

2.3.7 ドリフト 34

2.3.8 アルゴリズムによる交絡 36

2.3.9 汚 染 38

2.3.10 センシティブ 41

2.4 研究戦略 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 42

2.4.1 事物を数える 43

2.4.2 将来予測と現在予測 48



目 次 ix

2.4.3 実験に近づける 52

2.5 結 論 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 62

数学ノート 64 読書案内 71 課題 79

第3章 質問をする 87

3.1 イントロダクション ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 87

3.2 質問すること vs. 観察すること ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 90

3.3 総調査誤差フレームワーク ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 91

3.3.1 代 表 性 93

3.3.2 測 定 96

3.3.3 コ ス ト 100

3.4 誰に質問するか ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 101

3.5 新しい質問の仕方 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 109

3.5.1 生態学的経時的評価法 111

3.5.2 ウィキサーベイ 114

3.5.3 ゲーミフィケーション 117

3.6 ビッグデータにサーベイを結びつける・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 120

3.6.1 測定項目増加法 120

3.6.2 調査対象拡張法 125

3.7 結 論 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 133

数学ノート 133 読書案内 138 課題 143

第4章 実験を行う 149

4.1 イントロダクション ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 149

4.2 実験とは何か？ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 151

4.3 実験の 2つの次元：ラボ／フィールドとアナログ／デジタル ・・・ 154

4.4 シンプルな実験を超えて ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 160

4.4.1 妥 当 性 164

4.4.2 処置効果の不均質性 169

4.4.3 メカニズム 172

4.5 自分でやってみる ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 176

4.5.1 すでにある環境を利用する 176



x 　

4.5.2 自分自身で実験環境を構築する 181

4.5.3 自分自身で製品を開発する 185

4.5.4 頼りになるパートナーと組む 186

4.6 アドバイス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 191

4.6.1 変動費用ゼロのデータを作る 192

4.6.2 実験デザインに倫理を組み込む：置き換える（replace）・洗練させる

（refine）・減らす（reduce） 198

4.7 結 論 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 204

数学ノート 205 読書案内 210 課題 222

第5章 マスコラボレーションを生み出す 233

5.1 イントロダクション ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 233

5.2 ヒューマンコンピュテーション ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 236

5.2.1 ギャラクシー・ズー 237

5.2.2 政治的マニフェストのクラウドコーディング 245

5.2.3 結 論 248

5.3 オープンコール ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 250

5.3.1 Netflix プライズ 251

5.3.2 フォールディット 254

5.3.3 ピアトゥパテント 257

5.3.4 結 論 260

5.4 分散データ収集 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 262

5.4.1 eBird 263

5.4.2 フォトシティ 265

5.4.3 結 論 269

5.5 あなた自身のものをデザインする・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 272

5.5.1 参加者を動機づける 272

5.5.2 不均質性を利用する 273

5.5.3 集中させる 274

5.5.4 驚きを可能にする 275

5.5.5 倫理的であること 276

5.5.6 デザインに関する最後のアドバイス 278

5.6 結 論 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 280



目 次 xi

読書案内 281 課題 287

第6章 倫 理 291

6.1 イントロダクション ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 291

6.2 3 つの事例 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 294

6.2.1 感情の伝染 294

6.2.2 嗜好，紐帯，時間 295

6.2.3 アンコール 296

6.3 デジタルはこれまでと違う ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 298

6.4 4 つの原理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 302

6.4.1 人格の尊重 303

6.4.2 善 行 304

6.4.3 正 義 307

6.4.4 法と公益の尊重 308

6.5 2 つの倫理枠組み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 310

6.6 特に難しい領域 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 312

6.6.1 インフォームドコンセント 312

6.6.2 情報リスクの理解と管理 315

6.6.3 プライバシー 323

6.6.4 不確実な状況での意思決定 326

6.7 実践のための秘訣 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 329

6.7.1 IRB はゴールではなくスタートライン 329

6.7.2 関係する人全員の立場に立ってみよ 331

6.7.3 研究倫理は 0 か 1 かではなく連続的に考えよ 332

6.8 結 論 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 332

歴史についての付録 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 333

読書案内 338 課題 347

第7章 未 来 363

7.1 先をみる ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 363

7.2 未来のテーマ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 363

7.2.1 レディメイドとカスタムメイドのブレンド 363



xii 　

7.2.2 参加者中心のデータ収集 364

7.2.3 研究デザインにおける倫理 366

7.3 はじまりに戻って ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 367

謝 辞 369

訳者あとがき 375

参考文献 379

索　　引 440

著者紹介・訳者紹介 454

訳文中の（ ）は原書に準じている。［ ］は訳者が補ったものである。また，原書でイ
タリック体で強調されている語は，訳文中ではゴシック文字で表示した。



1

　

第1章
イントロダクション

　
1.1 ロールシャッハテスト
　

2009年の夏，ルワンダ中の携帯電話が鳴っていた。家族，友人，仕事関係者
からの数百万の呼び出しに加えて，約 1000人のルワンダ人が Joshua Blumen-

stockからの呼び出しを受けていたのだ。この研究者たちはルワンダの富と貧困
について研究するため，ルワンダ最大の携帯電話会社の 150万の利用者のデー
タベースに基づくランダムサンプルサーベイを行っていた。Blumenstockたち
はランダムに選択された人々に，サーベイに参加してもよいかを聞き，研究の趣
旨を説明し，人口学的，社会的，経済的特徴に関する一連の質問項目を尋ねた。
ここまでの説明を聞いただけなら，従来の社会科学のサーベイと変わらないじ
ゃないか，と思われるかもしれない。だが，ここから先が従来とは違うのだ
少なくとも現時点では。Blumenstockたちは，サーベイデータに加えて，150

万人の完全な通話記録を集めたのだ。彼らはこの 2つのデータソースを組み合
わせた。まず，サーベイデータを使って，通話記録から人々の富を予測可能な機
械学習モデルを訓練する。その後，このモデルを用いて，データベース上の 150

万人の携帯電話利用者の富を推定するのだ。彼らはさらに通話記録に埋め込まれ
た地理情報を用いて 150万人の利用者の居住地も推定した。これら，推定され
た富と推定された居住地を合わせることにより，ルワンダにおける富の地理分布
について高解像度の地図を作成することが可能となる。より詳しくいえば，ルワ
ンダの最小の行政単位である 2148セルのそれぞれの富を推定したのだ。
かつて，ルワンダのここまで細かい地理的区画に関して，富の推定が行われ
たことはない。だから，この推定値の妥当性を検証することはできない。ただ
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Blumenstockたちが推定値を集計してルワンダの 30の地域にまとめてみると，
その推定値は，途上国のサーベイの参照基準と広く認められている『人口保健調
査』（Demographic and Health Surveys）の推定値にきわめて近いことがわかった。
この場合，2つの方法が生み出す推定値は似ていたが，Blumenstockたちの方
法は伝統的な『人口保健調査』よりも約 10倍速く約 50倍安価に行うことがで
きた。この劇的なほど迅速で安価な推定法を用いることで，研究者，政府，企業
は新たな可能性を手にすることになる（Blumenstock, Cademuro, and On 2015）。
この研究は，図柄が何にみえるかはみる人の背景によるという点で，ロールシ
ャッハのインクブロットテスト　

1）
に似ている。社会科学者の多くはここに，経済

発展理論を検証するために利用可能な新たな測定ツールをみるだろう。データ
サイエンティストの多くは，クールな新しい機械学習の問題をみるだろう。ビ
ジネスピープルの多くは，自分たちのすでに集めているビッグデータの潜在的
価値を活かすための強力な方法をみるだろう。プライバシー運動家の多くは私
たちが大衆監視の時代に生きていることの不気味な証左をみるだろう。そして最
後に，政策立案者の多くは新技術がよりよい世界を生み出すために役に立ちう
るということをみるだろう。実際，この研究は今述べたすべての側面をもってい
る。このようなさまざまな側面を併せ持つ研究だからこそ，私はこの研究を社会
調査の未来を映す窓としてみているのだ。
　
1.2 デジタル時代へようこそ
　

デジタル時代はいたるところに現れ，存在感を増しつつあり，研究者のできるこ
とを変えていく。

　本書の大前提は，デジタル時代は社会調査の新たな可能性を切り開くはずだと
いう点にある。研究者は今，最近までまったく不可能であったやり方で，行動を
観察し，質問をし，実験を行い，コラボレーションすることができる。こうした
新たな機会とともに新たなリスクも生じている。研究者はいまや，近年まではあ
りえなかった形で，人々に危害を与えてしまうかもしれない。この機会とリスク
が生み出されたのは，時代がアナログからデジタルへ移りつつあるからだ。この
移行は あたかも電灯をつけるがごとく 一気に生じるわけではない。実際

訳 注 ●

1） 紙にたらしたインクの図形が何にみえるかを答えさせ，性格を判断しようとする心理テスト。
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のところ，まだ完全に移行が完了したわけではない。だが，何か大きな変化が進
行しつつあるということは今でも十分にみてとれるはずだ。
この移行を実感するには，日常生活の変化を探してみるのが 1つの方法だ。
かつてアナログだった多くの生活上のものごとがいまやデジタルになっている。
もしかしたらあなたはかつてフィルムカメラを使っていたかもしれないが，今は
デジタルカメラ（おそらくスマートフォンの一部の）を利用しているはずだ。かつ
ては，紙の新聞を読んでいたかもしれないが，今はオンラインの新聞を読んでい
るだろう。かつては現金払いをしていたかもしれないが，今はクレジットカード
を使っているはずだ。どの場合でも，アナログからデジタルへ移行するというこ
とは，あなたに関するデータがますます多く，デジタルに取得され保存されると
いうことだ。
事実，全体としてみれば，移行の帰結は驚くべきものだ。世界の情報量は急速
に増えつつあり，ますます多くの情報がデジタルに保存され，分析，伝達，統合
が可能になっている（図 1.1）。このデジタル情報の全体が「ビッグデータ」と呼
ばれるようになっている。デジタルデータの爆発に加えて，計算能力へのアクセ
スに関しても同じような発展がみられる（図 1.1）。このトレンド デジタルデ
ータの増大と計算能力の利用の増加 は当面続く可能性が高い。
社会調査という目的にとって，デジタル時代のもっとも重要な特徴は，いた
るところにコンピュータが存在するということにあると思う。政府や大企業だ
けが利用できた，部屋の大きさほどのマシンから始まって，コンピュータのサイ
ズはどんどん小さくなり，どこにでも存在するようになっていった。1980年代
以降の 10年ごとに新たなコンピュータが出現してきた。パーソナルコンピュー
タ，ラップトップ，スマートフォン，「モノのインターネット」（たとえば，車や
時計，サーモスタット等のデバイス内部のコンピュータ）に埋め込まれたプロセッサ
（Waldrop 2016）。こうした遍在するコンピュータは単に計算するだけでなく，情
報を取得し，保存し，伝達するようになりつつある。
研究者にとっては，コンピュータがいたるところに存在することで何が生じて
いるのかを確認する一番簡単な方法は，オンラインをみることだろう。オンライ
ンとは，完全に測定でき実験も可能な環境のことでもある。たとえば，オンライ
ンストアでは，数百万の顧客の購買パターンについて信じがたいほど正確なデ
ータを簡単に収集できる。さらに，顧客のグループをランダム化して異なるショ
ッピング体験をさせることも可能だ。購買履歴の追跡に加えてランダム化もでき
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図 1.1 情報保存容量と計算能力の劇的な増加 これらの増大に加えて，情報保存はいまやほ
ぼ完全にデジタルになっている。この変化が社会調査の研究者に信じがたいほどの機会を生み出し
ているのだ。Hilbert and López（2011）の図 2，図 5 より。

る。ということはつまり，オンラインストアでは日々ランダム化統制実験　
2）
を実施

することができるということだ。実際，もしあなたがオンラインストアから何か
買ったことがあるならば，行動が記録されているだけでなく，あなたが気づいて
いようといまいと，ほぼ確実に何らかの実験に参加していることになるのだ。
この完全に測定され，完全にランダム化可能な世界は単にオンラインでだけ起
きているのではなく，ますますいたるところに現れつつある。物理的店舗はすで
にきわめて詳細な購買データを集めているし，顧客の購買行動をモニタし，ビジ
ネスのルーチンに実験を織り交ぜつつある。「モノのインターネット（Internet of

Things）」とは，物理的世界の行動がデジタルセンサーによりますます補足され
るようになるということだ。言い換えると，デジタル時代の社会調査について考
えるためには，オンラインだけでなく，あらゆるところでデジタル化が生じて
いると考えるべきなのだ。
行動の測定と処置のランダム化に加えて，デジタル時代は人々がコミュニケー
トするための新たな方法も生み出している。新たなコミュニケーション形式によ
り，研究者は革新的なサーベイを走らせることも，同僚や一般市民とマスコラボ

訳 注 ●

2） 本書第 4 章を参照。
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レーションを作り出すこともできるのだ。
疑い深い人の中には，こうした性能は何も新しいものではないと指摘する人
もいるかもしれない。というのは，過去にも，コミュニケーション能力を高め
る大きな技術革新（たとえば，電報〔Gleick 2011 2013〕）が存在したし，コンピュ
ータは 1960年代からほぼ一定の速度で計算速度を増しているから，というわけ
だ（Waldrop 2016）。だがこうした疑い深い人が見落としているのは，同じもの
が多く集まれば，ある時点で別のものになるということだ（Halevy, Norvig, and

Pereira 2009）。私の好きなアナロジーはこうだ。馬の 1枚のイメージを写せば，
それは写真である。だがもし 1秒に 24個の馬のイメージを写せば，それは映画
になる。もちろん，映画とは単なる写真の集まりではある。だが，よほど頑固な
懐疑論者でなければ，写真と映画が同じものだとはいわないだろう。
研究者は今，写真撮影法から映画撮影法への移行と同じような変化の過程にい
る。とはいえ，この変化によって，過去に学んだすべてのことは忘れ去られるべ
きだ，ということにはならない。写真撮影法の原理が映画撮影法を学ぶにも有益
なように，過去 100年間発展してきた社会調査の原理は，今後 100年間の社会
調査について考えるためにも有効だ。だが，変化によって，同じことをただ続け
さえすればよい，とはいかなくなったのも事実だ。そうではなく，過去のアプロ
ーチを，現在と未来になしうることと組み合わせなければならないのだ。たとえ
ば，Joshua Blumenstockらの調査は伝統的なサーベイ調査といわゆるデータサ
イエンスとの融合だ。どちらの要素も必要である。サーベイの解答だけでも，通
話記録だけでも，貧困についての高解像度の推定は不可能だ。より一般的にいえ
ば，社会調査の研究者は，デジタル時代の生み出した機会を活用すべく社会科学
のアイデアとデータサイエンスのアイデアを組み合わせる必要があるだろう。ど
ちらのアプローチもそれだけでは十分ではないのだ。
　
1.3 研究デザイン
　

研究デザインとは問いと答えを結びつけるデザインである。

　本書はお互いから多くを学ぶことのできる 2組のオーディエンスを対象とし
て書かれている。一方は社会科学者で，社会行動を研究する訓練と経験を積んで
いるが，デジタル時代の生み出した機会を利用することには慣れていない。他方
の研究者たちはデジタル時代のツールを使うことは得意である一方，社会行動の
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研究については新参者だ。この第 2のグループを名づけるのは難しいが，ここ
ではデータサイエンティストと呼んでおこう。データサイエンティストたち
多くの場合，コンピュータサイエンス，統計学，情報学，工学，物理学のような
分野で訓練を積んでいる は，必要となるデータや計算技術をもっているとい
うこともあり，デジタル時代の社会調査を一番最初に取り入れた人たちだった。
本書は，この 2つのコミュニティを 1つにまとめあげることで，それぞれのコ
ミュニティが単独で行うよりも実り多くかつ興味深い研究を可能にしようとする
試みである。
この強力なハイブリッドを生み出すための最善の方法は，抽象的社会理論や高
度な機械学習をことさらに利用することにはない。最善の出発点は，研究デザ
インにある。社会調査を人間行動に対する問いかけとその答えからなる過程と
考えるならば，研究デザインは結合組織（connective tissue）のようなものだ。研
究デザインは問いと答えを結びつける。この結びつけを正しく行うことが説得
力ある研究を行うための鍵となる。本書はあなたが過去に見聞きしたことのあ
る もしかしたら使ったことのある 4つのアプローチに焦点をあてる。す
なわち，行動を観察すること，質問をすること，実験をすること，他者とコラボ
レーションすること。だが，新しいのは，デジタル時代になって，データを収集
分析するためのこれまでとは異なる機会が開けたことだ。この新たな機会を用い
て，これら古典的なアプローチを 取り替えるのではなく 現代的にするこ
とが必要とされるのである。
　
1.4 本書のテーマ
　

本書の2つのテーマは①レディメイドとカスタムメイドの組み合わせ，そして
②倫理だ。

　2つのテーマが本書全体を特徴づけている。そこで，これらのテーマを今ここ
で強調しておけば，以後繰り返し登場するたび，それと認めることができるだろ
う。第 1のテーマは，2人の偉人の比較を用いたアナロジーで説明しよう。マル
セル・デュシャンとミケランジェロだ。デュシャンは『泉』などのレディメイド
で多くの人に知られている。日常品を取り上げて芸術として転用（repurpose）し
たのだ。他方でミケランジェロは転用をしなかった。彼がダビデ像の製作を決心
したとき，ダビデのようにみえる大理石を探すなどということはしなかった。彼
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著者のMatthew J. Salganikは 1976年生まれ。米国のコロンビア大学社会学
部にて博士号を取得した。指導教官は，ネットワーク科学の立役者で計算社会科
学も牽引するあの Duncan Wattsである。Salganikは本書でも紹介されている
ミュージック・ラボの実験で名を馳せ，その後も独創的な業績を多数あげてい
る。現在はプリンストン大学社会学部教授として，計算社会科学をリードする中
心人物の 1人だ。
この本の内容自体は，きわめて平易な言葉で書かれており，あらためてここで
解説するには及ばないだろう。社会科学やデータサイエンスの予備知識も必要
ない。この本を通じて，読者は最先端のデータ分析や社会調査の理論と方法に触
れ，学ぶことができるはずだ。
この本の対象は，社会科学やデータサイエンスの研究者に限られない。実務で
データ分析に従事している人，ビッグデータやソーシャルメディアが社会に与え
るインパクトに関心をもつ人など，デジタル時代の社会調査に関心をよせるすべ
ての人に開かれている。
ここで，訳者の考えるこの本の特徴をいくつか挙げよう。
第 1に，この本の特徴は，データサイエンス的な先端性と社会科学的な正統
性を両立させていることにある。この本には，先端的な手法やデータを用いた研
究が多数登場するが，それらはすべて社会科学の伝統的な問題関心や理論枠組み
の中に位置づけられ解説されている。だから，社会科学にバックグラウンドのあ
る読者は，現在，ビッグデータや人工知能を援用して行われている最先端の研究
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が，決して一過性の流行ではなく，社会科学の伝統的な問題に対する新たな取り
組みとして必然性をもって発展してきたことが理解できる。一方で，データサイ
エンスになじんだ読者は，自分たちが普段行っている分析の社会科学的な意味付
けを深く知ることができるだろう。著者がいうように，この本の価値は，研究の
最前線を扱いながらも古びることのない，普遍的な社会科学上の問題を追究して
いるという点にある。
第 2の特徴は，たくさんの研究事例を用いて，重要なポイントを解説してい
ることだ。本文だけでなく，章末の読書案内や課題を含めれば，この本だけで計
算社会科学の研究事例のかなりの部分をカバーしていることになる。読者はこれ
らの豊富な事例を通じて，最前線の社会科学・社会調査の全貌を学ぶことができ
る。そのためにも，読書案内や課題にも目を通してみてほしい。特に課題は，一
読して頭の中で考えてみるだけでも理解度がかなり深まると思う（もちろん自分
で手を動かして解いてみるのが一番だ）。
第 3に，この本ではデジタル時代の社会調査にともなう倫理的問題について，
深く扱っている。ビッグデータやデジタル実験などの先進的な研究領域には，未
解決の倫理的問題がつきまとう。Facebookデータを用いた世界各国の選挙への
介入が疑われたケンブリッジアナリティカのスキャンダルは記憶に新しいが，デ
ジタル社会調査によって研究者はかつてないほど，政治や人々の生活・プライバ
シーに介入する権力を手に入れている。Salganikはこのような権力には責任が
ともなうとし，倫理的問題を深く考察するための原理的な提言をしている。研究
や実務で直面する倫理的問題と向き合うための助けとなるだろう。

この本の翻訳作業がスタートしたのは，2018年の 1月である。訳者の 1人
（瀧川）が原著の出版（2017年 11月）を知って，有斐閣の松井智恵子さんに翻訳
の提案をしたのがきっかけだ。原著出版直後に翻訳をするのは，有斐閣として
は異例のことだそうだが，松井さんの尽力により，企画を通すことができた。ま
た，企画を通す過程では，一橋大学名誉教授の西口敏宏先生の強い推薦があった
ときく。記して感謝したい。
原著が出版されたのが 2017年 11月だから，それから 2カ月足らずで翻訳を
始めることができたことになる。この本の意義は古びることはないものの，や
はり最先端の調査方法論をいち早く日本語圏の読者に伝えたいという思いから，
2019年の 4月刊行を目標にして，瀧川が，法社会学，計算社会科学，社会調査
等に造詣が深い常松，阪本，大林に声をかけ，翻訳チームを組み，共同で集中的
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に翻訳に取り組むことにした。各自担当章を分担して翻訳したあと，すべての訳
者でそれぞれの担当者の下訳を検討するため，有斐閣の会議室にて各章ごとの訳
文検討会議を開いた。夏休みには仙台で合宿を開き，複数章の訳文の検討会を行
ったのもよい思い出だ。
この本を日本語に翻訳するにあたっては，原著の平易で形式ばらない雰囲気を
できるだけそのまま伝えるよう努力した。訳文は訳者全体のみならず外部の人の
目も借りて検討したが，誤訳や読みにくい箇所も残っていることだろう。気づい
た点があれば，ぜひ指摘してほしい。
この本の翻訳の過程で多くの人の協力を得た。最初に，異例に早い段階での翻
訳の提案にもかかわらず，快く引き受けてくれて企画を通し，以後もさまざまな
面で翻訳をサポートしていただいた松井さんに感謝したい。また，西口先生の推
薦は訳者にとっても勇気づけられるものだった。校正段階では，校正者の茅（瀧
川）しのぶさんに多数の誤りを直していただいた。翻訳に際しては，特に第 5章
の天文学関係の用語について，東北大学学際科学フロンティア研究所の當真賢二
准教授，同研究所の市川幸平助教から貴重な示唆を得た。さらに，訳文全体は，
東京大学大学院総合文化研究科の計算社会科学ゼミ（2018年度「世界システム 1」

「人間の安全保障演習 V」）に参加した大学院生にも目を通してもらった。貴重なフ
ィードバックを通して訳文の改善に貢献してくれた伊藤ジェームズ信玄さん，魚
住知広さん，小菅生草太さん，小山達也さん，榛葉絵美さん，ディーン・リーさ
ん，中村雄人さん，成田龍一朗さん，林稜さんに感謝申し上げたい。また訳者の
1人である大林は，青山学院大学社会情報学部の松澤芳昭准教授（情報システム
学），そのゼミ生，すでに原著を購入していた学部 2年生の有志 2名らとともに
輪読会を行い，彼らから本書の内容や翻訳に関して貴重なフィードバックをいた
だくことができた。重ねて感謝申し上げたい。
また，原著者の Salganikは，訳者が意味のとれないところや誤記の疑われる
箇所について問い合わせたところ，やりとりが複数回に及んだにもかかわらず，
すべて快く答えてくれた。
本訳書が，デジタル時代の社会調査に携わる多くの人に活用され，日本におけ
る計算社会科学推進の一端を担ってくれることを切に願っている。

2019年 3月
訳者一同
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